
総

務

総

務

職
員
も
い
る
。
自
治
体
間
の

協
力
は
非
常
に
重
要
で
あ
り

派
遣
方
法
な
ど
検
討
し
た
い
。

◆
救
急
救
命
士
等
の
育
成

本
市
の
救
急
救
命
士

等
の
人
数
は
。
ま
た
、
今
後

の
育
成
計
画
は
。

消
防
署
長

救
急
救
命
士

は

名
。
そ
の
内
、
一
定
の

医
療
行
為
や
薬
剤
投
与
が
可

能
な
認
定
救
命
士
が
そ
れ
ぞ

れ
４
名
。
今
後
、
実
習
先
等

の
受
け
入
れ
態
勢
も
あ
る
が
、

毎
年
度
１

２
名
ず
つ
養
成

す
る
計
画
。

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り

組
み

国
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発

表
さ
れ
た
が
、市
の
対
応
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
課
長

今
後
、
府
の
動
向
を
見
な

が
ら
関
係
部
局
と
連
携
し
検

討
す
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

本
制
度
は
保
険
料
の

負
担
増
な
ど
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
。
議
会
も
決
議
を
挙

げ
て
お
り
、
広
域
連
合
に
意

見
を
言
う
考
え
は
。

副
市
長

本
制
度
は
保
険

制
度
で
あ
り
、
負
担
と
給
付

の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
る

が
、
議
会
で
決
議
も
挙
が
っ

て
い
る
。
関
係
す
る
会
議
等

で
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

◆
災
害
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣

災
害
地
へ
職
員
を
派

遣
し
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

総
務
部
長

今
ま
で
も
消

防
や
水
道
等
の
派
遣
が
あ
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を

利
用
し
経
験
を
積
ん
で
い
る

◆
妊
産
婦
の
救
急
搬
送

奈
良
で
痛
ま
し
い
事

件
が
あ
っ
た
が
、
本
市
で
は

ど
う
か
。

消
防
署
長

妊
産
婦
や
そ

れ
以
外
の
搬
送
で
も
こ
の
よ

う
な
例
は
な
い
。
今
後
と
も

医
療
機
関
と
連
携
し
迅
速
に

救
急
搬
送
を
行
う
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉

◆
教
育
長
の
再
任

教
育
長
の
再
任
が
決

ま
っ
た
が
、
教
育
は
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
抱
負
は
。

教
育
長

児
童
生
徒
が
、

本
市
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
教
育
を
目
指
し
、
体

験
学
習
や

世
紀
を
生
き
る

力
を
持
つ
よ
う
基
礎
・
基
本

を
学
ば
せ
た
い
。

◆
卒
業
生
等
に
よ
る
恐
喝
・

傷
害
事
件市

内
中
学
校
で
起
こ

っ
た
事
件
の
報
道
内
容
が
一

部
相
違
が
あ
る
と
聞
く
が
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長

見
出
し

等
、
一
部
誤
解
を
受
け
や
す

い
表
現
が
あ
っ
た
。
報
道
機

関
に
は
教
育
委
員
会
名
に
よ

る
声
明
文
を
配
布
し
た
。

事
件
発
生
後
、
学
校

か
ら
の
報
告
が
遅
い
の
で
は
。

過
去
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
の

中
で
の
認
識
の
甘
さ
が
あ
っ

た
。
校
長
会
等
を
通
じ
て
迅

速
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
て

い
き
た
い
。

◆
障
害
者
移
動
支
援
の
制
度

運
用

障
害
者
の
地
域
生
活

支
援
事
業
は
喜
ば
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

社
会
福
祉
課
長

利
用
者

が
多
く
、
意
義
が
あ
っ
た
も

の
と
分
析
し
て
い
る
が
、
事

業
者
不
足
も
発
生
し
て
い
る
。

当
面
は
継
続
し
て
い
く
が
、

実
態
を
検
証
し
見
直
し
も
必

水道の断水事故があった宮ノ口受水場

要
。

◆
学
校
給
食
の
民
間
委
託

民
間
委
託
が
実
施
さ

れ
、
自
校
直
営
方
式
と
併
用

す
る
場
合
、
献
立
作
成
は
。

学
校
教
育
課
統
括
主
幹

調
理
部
分
の
み
を
民
間
委
託

す
る
考
え
で
あ
り
、
市
の
栄

養
士
を
中
心
に
給
食
委
員
会

で
献
立
を
作
成
す
る
。

◆
災
害
時
の
要
配
慮
者
調
査

調
査
対
象
者
と
個
人

情
報
保
護
の
考
え
方
は
。

保
健
福
祉
部
次
長

一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者
、

妊
婦
な
ど
１
２
０
０
名
を
予

定
。
個
人
情
報
保
護
は
、
収

集
禁
止
の
例
外
事
項
を
適
用

し
、
調
査
の
際
に
は
、
十
分

説
明
す
る
。

建
設
経
済

建
設
経
済

◆
宮
ノ
口
受
水
場
で
の
水
道

断
水
事
故事

故
発
生
後
、
広
報

が
遅
か
っ
た
の
で
は
。ま
た
、

原
因
究
明
は
。

工
務
課
長

断
水
せ
ず
に

復
旧
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、

広
報
が
遅
く
な
っ
た
。
専
門

機
関
で
原
因
を
調
査
中
。

◆
公
園
遊
具
の
点
検

公
園
遊
具
の
安
全
点

検
の
実
施
状
況
は
。

施
設
管
理
課
長

都
市
緑

化
協
会
に
委
託
し
、
月
１
回

の
点
検
を
実
施
。
ま
た
、
先

日
、緊
急
点
検
を
行
っ
た
が
、

２
カ
所
で
不
備
が
発
見
。
遊

具
の
使
用
を
一
時
中
止
。

◆
ご
み
処
理
行
政

碧
水
園
は
多
額
の
税

金
を
使
い
拡
張
さ
れ
た
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
燃
や

す
な
ど
方
向
転
換
さ
れ
、
計

画
埋
立
量
に
達
成
す
る
見
込

み
が
な
い
。
一
貫
し
た
計
画

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

経
済
環
境
部
次
長

当
時

の
国
の
法
令
、
通
達
等
に
基

づ
き
施
設
整
備
を
実
施
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
助
成

府
が
住
宅
耐
震
改
修

助
成
制
度
を
発
足
さ
せ
た
が
、

市
の
対
応
は
。

副
市
長

国
、
府
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
制
度
と
し

て
検
討
す
る
。

◆
入
札
制
度
等

談
合
防
止
の
た
め
、

電
子
入
札
の
導
入
が
必
要
で

あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

計
画
検
査
課
長

今
年
度

中
に
情
報
収
集
し
、
来
年
度

か
ら
一
部
導
入
予
定
。

◆
興
戸
東
垣
内
地
区
開
発
の

避
難
通
路こ

れ
ま
で
の
経
過
を

資
料
で
報
告
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
原
因
と
責
任
は
。

計
画
検
査
課
長

今
後
、

訴
訟
の
可
能
性
も
あ
り
、
弁

護
士
と
も
相
談
し
、
十
分
調

整
し
た
い
。

副
市
長

前
任
者
か
ら
の

引
き
継
ぎ
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
。
最
高
責
任

者
へ
の
責
任
追
及
は
法
的
に

は
難
し
い
が
、
道
義
的
責
任

は
免
れ
な
い
と
考
え
る
。

救
急
救
命
士
・
認
定
救
命
士

（
３
面
２
段
目
）

救
急
救
命
士
と
は
、
救
急

患
者
に
対
し
、
病
院
到
着
前

に
、
医
師
の
指
示
の
も
と
に

気
道
確
保
・
除
細
動
・
輸
液

点
滴
な
ど
の
応
急
処
置
を
行

う
専
門
職
で
あ
る
。

認
定
救
命
士
と
は
、
救
急

救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
者

の
中
で
も
、
一
定
の
条
件
の

も
と
に
気
管
挿
管
、
薬
剤
投

与
な
ど
を
行
え
る
よ
り
高
度

な
技
術
を
要
す
る
救
急
救
命

士
を
指
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

（
４
面
左
１
段
目
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
と
は
、

妊
産
婦
を
表
す
視
覚
記
号

（
サ
イ
ン
）
で
あ
る
。
特
に

妊
産
婦
自
ら
が
身
に
付
け
、

妊
産
婦
の
存
在
を
喚
起
す
る

た
め
の
マ
ー
ク
を
指
す
。
外

見
か
ら
は
判
別
し
難
い
妊
娠

初
期
の
妊
産
婦
に
対
す
る
理

解
を
得
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
る
。（

６
面
右
３
段
目
）

と
は
、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
規
格

で
あ
り
、
企
業
等
の
経
営
に

当
た
っ
て
環
境
へ
の
負
荷
を

管
理
・
低
減
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
あ
る
。
経
営
資
源
等

の
問
題
に
よ
り
取
得
が
困
難

な
中
小
企
業
等
に
も
、
よ
り

取
り
組
み
や
す
く
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
規
格
と
し
て
誕

生
し
た
。

否決した意見書
道路特定財源の見直しと生活関連道路等の整
備を求める意見書

テロ対策特別措置法の延長に反対する意見書

地方の道路整備財源の確保に関する
意見書
道路は、国民生活や経済・社会活動を支え

る最も基礎的かつ重要な社会基盤施設であり、
道路網の一層の整備は、広域的な地域間連携、
文化交流、商圏の拡大等を促すとともに、活
力と魅力ある地域づくり、安全で快適な環境
づくりを推進するために必要不可欠である。
よって、今後の具体的な道路整備の姿を示

す中期的な計画の策定に当たっては、地方の
意見を十分反映させ、地方における着実な道
路整備に必要な安定的な財源を確保するとと
もに、道路特定財源の地方への配分割合を高
めるよう強く要望する。

生活保護基準の見直しを求める意見書

経済格差が広がる中、生活保護を必要とす
る人が急増し、保護受給世帯は 万を超える
までになっている。生活保護は憲法第 条の
生存権規定に基づき、 健康で文化的な最低
限度の生活 を保障する制度であり、その役
割は重要である。
長年働き、社会を支え貢献してきた困窮高

齢者に対しては、安定した生活を保障すべき
であり、また、少子化対策に社会を挙げて努
力している今日、困窮母子世帯に対して、現
実的な支援を行うことが求められている。
よって、生活保護の老齢加算を復活し、母

子加算を廃止しないよう求めるものである。る。

保険でよい歯科医療の実現を求める
意見書
公的医療費の抑制により患者の自己負担が

増大し保険で歯科診療を受けにくくなってい
る。国民は患者負担を減らしてほしいと切望
している。

保険での治療範囲をひろげてほしい 、
これは患者のいちばんの願いである。
よって、国および政府においては、医療費

の総枠を拡大し、患者負担を増加させること
なく、保険でよい歯科医療を確保するため、
次の事項の実現がなされるよう強く要望する。

良質な歯科医療ができるように診療報酬
を改善すること。
安全で普及している歯科技術を保険がき
くようにすること。

年（平成 年） 月 日


